
所有面積別林業経営実態（抜粋）
2013年度

区分 林業粗収益 林業経営費 林業所得

全国 2,484 2,371 113 
20～50ha 2,773 2,013 760 
50～100ha 1,742 1,652 90 

100～500ha 3,198 3,309 △ 111 
500ha以上 9,346 13,851 △ 4,505 

総務省統計局 林業経営統計調査平成25年度林業経営統計調査報告
2013年度
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森林認証

独立した第三者機関が、森林管理

を公表された基準に照らし合わせ

て、評価・認証していく制度を「森林

認証制度」と言う。
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ＦＳＣとは

1. 環境保全の点から見て適切な管理

2. 社会的な利益にかなう管理

3. 経済的にも継続可能な管理

• FSC独自のロゴマークを付け、適切に管理した森
林からの様々な製品を広く消費者に流通

• 世界の森林保全へ向け、森林管理者から、木
材・木材製品の消費者に至るさまざまな関係者
を一体化しようとする取り組み

• 幅広い情報の公開と様々なステークホルダーと
の連携を重視する←日本の森林行政の欠落点
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出典：

木造在来工法が一番安い
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スギ人工林の造成に要する費用

50年生までに231万円/ha必要

5年間一括りの樹齢の表し方
ex.6齢級は26年生～30年生

30年生までに88%の208万円必要

立木の売上は100万円/ha程度
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諸外国の30年生までの育林コスト

米国北西部の育林コスト

• 1haで1,200～2,100$

（142,000～247,800円）/ha

• 日本の1/8～1/15

ニュージーランドの育林コスト

• 7,400 N$（約66万円）/h （土
地購入費用が4割程度入って
いる。）

• 純育林費は概ね40万円/ha

• 日本の1/5

1$=118円で換算
注：1995年のデーター
筑波大学 餅田治之「北米と日本における木材生産
コストの比較」から

1N$＝ 89円
注：2003 年時点、30年伐期、1haは概ね500万円程度
の売り上げ
持続可能な森林経営研究会 第7回セミナー
2009年1月寺岡行雄（鹿児島大学農学部）
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速水林業の労働投資の変遷（人/日）

林齢 作業区分 1980年代 2012年度 現状

1

地拵え 30 5 0

植栽本数 8,000 4,000 2,500

植え付け 46 13 5

獣害防護柵設営 0 12 12

1～7 下刈り 100（9回） 24（3回） 15（2回）

5～28 切捨間伐･枝打 237 62 62

計 413 116 94

2015/2/27
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予想される最低保育経費の試算（枝打ち無し）

林例 作業区分 人数 単価 経費 割合

1
地拵え 0 0 0

240,000 36.9%苗木代 1,500本 100 150,000
植え付け 5 18,000 90,000

2 下刈1回 8 20,000 160.000
320,000 49.2%

3 下刈1回 8 20,000 160.000
21 除伐 5 18,000 90,000 90,000 13.8%
計 26 650,000 650,000 四捨五入で合計

100%にならず

シカの食害が無い場合
苗木は精英樹の挿し木苗。
単価は福利厚生費等の間接経費を含む。

1,500本は偶然だがドイツで推奨されている植栽本数
補助金を入れて考えると自己負担18万～26万円 21程度



新しい林業の動きについていけるか

• 森林をアセット（資産）と捉え作業はアセットを増加

• 作業の結果、将来の森林の姿を予想し価値を評価

• 投資に耐えうる説明責任を備えた管理を目指す

• 具体的な持続性の確保

• 各々の作業の詳細な環境管理計画

• 外部に対しても社会性の説明が必要

• ステークホルダーへの説明責任と意見の聴収
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